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本誌読者にとって，著者，蔦谷栄一氏の
紹介は不要かと思うが，本書が展開する
「農的社会」論が，なぜ説得力を持つのか，
その要因の一つでもあるので，若干著者の
経歴に触れておきたい。
蔦谷氏は，農林中金総合研究所にて食

料，農業，環境関連の調査研究および政策
提言を重ね，農業政策においては，有機農
業推進法や都市農業振興基本法等の制度化
に関与してきた。研究所以前は，静岡はじ
め，四国，九州等いわゆる条件不利地を含
む地域の農林中金支店において信用事業，
貸付等に関わり，日本の農家，農業の実態
を目の当たりにしている。研究所退職後は
「農的社会デザイン研究所」を立ち上げ，西
東京市，長野県伊那地方の山村，山梨県山
梨市の 3か所で地域に根を下ろした市民活
動，コミュニティづくりの実践を探求して
きた。本書は，日本の農業問題を，現場サ
イドと研究サイドの両視点から詳細に，か
つ広い視野でとらえつつ，そこにご自身の
市民としての実践，学びあいを重ねて生み
出された社会構想提唱の書である。著者が
40年余にわたって得た上記 3つの視点に立
脚しているからこそ，「農的社会」ビジョン
やそこに至る方法論が具体性を伴って読者
に語り掛けてくるのではないか。それが読
後の第一印象である。
以下，本書の論旨を概観したうえで，評

者の立場から興味深いと感じた事項を 2つ
述べることとする。

本書は序章のほか 5章により構成される。
序章「農的社会到来はなぜ必然的なのか」
は，農にも取り組むシェアハウス「星空の
家」はじめ，都市部でも様々な世代が「農
ある暮らし」を志向する例が示され，こう
した現象が一部に留まらず海外でも散見さ
れるとし，この流れを「必然化するものは
何か」，「農的なものが持つ」力とは何か，
との問いかけをもって始まる。
第 1章「どこまでも蔓延する『生』への

不安」では，多様な視点（原発事故，安保法

制，水俣病，食料生産の不安定化，農業生産の

持続性の喪失，農薬・食品添加物等）から，現
代社会において「生命の危険が顕在化」し
た様相を描く。
また第 2章「生きにくい社会の根底にあ

るもの」では，前章で見た「いのちのリス
ク」の増大に加え，「生きにくさ」が広がっ
ている様相を，労働現場や教育現場に焦点
を当てて述べる。なぜそのような事態にな
っているのか。著者はその要因を「経済至
上主義，新自由主義の加速」であるとし，
特に経済成長そのものの「自己目的化」が
もたらした過剰生産・過剰流動性を問題視
したうえで，それが「コミュニティの分
断・崩壊」と「相互の信頼関係の表現」で
ある「贈与世界の喪失」をもたらしたとし，
次章以降で，その転換を「農的社会」の構
想のもとで模索するという流れだ。
第 3章「農にある生命原理と社会変革の

力」では，生命原理からの乖離，コミュニ
ティの分断，贈与世界の喪失を回復するた
めに，著者がよりどころとする思想（例  ピ

エール・ラビ）・実践が紹介され，それらを
土台に，市場主義的な展開に対抗する構想
として「協同組合内協同」「小さな協同」（＝
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組合員が主役となって生産・暮らしを守る協同

活動）の発起と活発化を推奨する。同時に
それは「生命を最優先する社会を身近なと
ころから創造」していく取り組みでもある
とし，この積み上げによって「農的社会」
を展望するのだが，その際，著者は「農の
持つ社会デザイン（変革）能力」として，6
つの力（食料安全保障の強化，経済的自立度の

向上，コミュニティ形成，感性や経験値の豊穣

化，生きがい・働きがいの提供，文化形成力）

を挙げ，これをさらに「地域資源」に結び
つけてこそ，「農的社会」の具体化が可能に
なる点を強調する。
第 4章「農的社会実現は地域農業あって

こそ」では著者が以前から主張する「コミュ
ニティ農業」を軸に展開されるが，同概念
の特徴は，それが「農業の生産行為だけで
はなく，生産行為を支える」販売・流通・
消費を含む「関係の総体」を意味している
点，その到達点として「生産消費者」（トフ

ラー）を展望している点であり，地域農業に
とってプロ農家はもとより，上記のような
市民，あるいは生産に参画する消費者も含
めた「多様な担い手」が欠かせないという。
第 5章「皆農をもとに地域自給圏づくり

へ」では，内橋克人氏のFEC自給圏に対し，
著者が 2つのＥ（教育，環境），2つのＣ（文

化，医療・健康）を加えて，命と暮らしを支
える多様な「自給圏」づくりが，著者の身
近な事例をもって展開される。本章でも消
費者が生産活動，流通・販売活動の一部を
担いながら，循環を太く確かなものへと育
てていく様子がうかがえる。
以下，本書から得た示唆や評者が今後の

課題としたい 2つの事項を書き留めたい。
1点目は，「生き方」としての農を，地域

農業にどう接合していくか，という点であ
る。本書は，個々の生き方として選択され
た「農あるくらし」が，循環型・多面的機能
発揮型の農業の一端をわずかずつでも担い，
地域農業の支え手となりうるとの立場だ（第

4章）。地域として耕畜連携や有機農業に取
り組むとすれば，循環物質の量的確保やそ
の加工が必須となる。この仕組みをハード
面，ソフト面で動かす仕組みと推進主体が
「自給圏」構想には必要とされよう。著者も
「農の持つ社会デザイン力」を「地域資源」
へと接合することの重要性を指摘しており，
この点が個々の「農的生き方」が「農的社
会」へと展開していくための鍵となる。

2点目は，目前にせまる問題である。本
書は，例えばTPPについても，同協定が農
業に大きなダメージとなるのみならず，軍
事同盟としての意味合いを持ち，また多国
籍企業の進出先の国の経済的自立を奪い，
難民発生を促進する恐れがある等，踏み込
んだ批判を行っており，経済至上主義に対
して強い危機意識が表明されている。本書
の議論の流れとしては，その対抗軸として
「農的社会」が打ち出されているが，TPP
は，地産地消や産消連携等，地域社会や協
同組合が地道に積み上げた関係性や，「農的
社会」形成の前提ともなる社会的共通資本
そのものを排除する不公正な協定だ。「農的
社会」の道が閉ざされないためにどうする
べきか，本書はそうした問いかけとしても
読めよう。

――創森社　2016年4月
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